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『摂食嚥下リハビリテーションの原点と進化
 　―エビデンスに基づく最新訓練手技の最前線―』

第2回　⻘森県言語聴覚学会

『自閉スペクトラム症(ASD)の言語習得を再考する』

松本 敏治先生
教育心理支援教室・研究所　ガジュマルつがる

　青森県津軽地方では、以前から発達障がいに関わる人々の間で、「自閉症の子どもは方言を話さない」という印象
が経験的に語られてきました。これをきっかけに行ってきた一連の研究から、①ASD児・者の方言不使用という印象
は北東北に限らず全国でみられること、②その特徴は発音やイントネーションだけでなく、方言語彙の不使用にも
及ぶことが明らかになりました。
　一方、海外でも、家庭で話されていない、あるいは地域で優勢ではない言語を優位に使用するASD児・者が報告さ
れています。日本では共通語、アイスランドでは英語、アラビア語圏では現代標準アラビア語、モンゴルでは英語が
それにあたります。これらはいずれも、子どもが好むメディア・コンテンツで多く用いられている言語です。多くの
事例では、特定のメディア・コンテンツの顕著な反復視聴がみられ、そこから言語を習得したと考えられています。
従来、言語習得は人との相互作用を通して成立すると見なされてきました。しかし、ASD児・者の中には、それとは
異なる情報入力経路を通して言語を習得する人がいる可能性がみえてきました。本講演では、そのような言語習得
がどのような条件で生じるのか、ASDの認知特性とメディアからの言語入力との関係を踏まえて考えていきます。さ
らに、情報入力経路という視点から、TDの均質性とASDの多様性を説明するモデルについても紹介します。

福岡　達之先生
広島国際大学　言語聴覚療法学専攻教授

講演プログラム 

【講演概要】

【講演概要】
　摂食嚥下リハビリテーションでは、運動訓練、感覚刺激、代償嚥下法など、さまざまな訓練手技が臨床で用いられ
てきた。近年では、運動生理学や神経可塑性、運動学習に関する理解が深まり、これまで経験的に行われてきた訓練
についても、その作用機序や適応、有効性をエビデンスに基づいて再検討することが求められている。わが国でも摂
食嚥下訓練に関する研究は蓄積されつつあり、システマティックレビューから一定の有効性が示される一方、質の高
い臨床研究をさらに蓄積する必要性も明らかとなっている。また、嚥下評価も進化しており、超音波検査による嚥下
関連筋の評価や、各種測定機器を用いた筋力・嚥下運動の定量化など、客観的・定量的評価の可能性が広がってい
る。
　本講演では、咽頭期嚥下の病態と訓練手技との関係を整理する。さらに、舌骨上筋群の筋力増強を目的とした頭部
挙上訓練、CTAR、開口訓練をはじめ、EMST、咽頭収縮筋群の筋力増強訓練、神経筋電気刺激療法（NMES）など、
近年注目されている訓練手技について最新の知見を紹介する。摂食嚥下リハビリテーションの原点を振り返りなが
ら、病態を的確に評価し、根拠に基づいて訓練を選択・組み合わせるこれからの臨床について考えたい。
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『地域における子どもST 岩手の私の場合』

松田　輝美先生
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『多角的な視点でつなぐ⼩児STの支援
―各フィールドの役割と連携のカタチ―』テーマ

第2回　⻘森県言語聴覚学会

　小児期の言語発達支援は医療・福祉・教育など多岐にわたるが、領域間の専門性や役割の違い
が支援の断絶を生む要因となる場合がある。本シンポジウムでは、岩手県での取り組みや青森県
内の実践報告を通し、小児期の支援における具体的な連携の在り方を検討する。各領域の視点を
共有し、地域全体で子どもの育ちを支える「シームレスな支援体制」の構築に資することを目的
とする。

【企画趣旨】
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